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「
ど
う
す
れ
ば
思
い
を
形

に
で
き
る
の
だ
ろ
う
」

「
復

興

に
向
け

て
、
何

か
し
た

い
」

「
こ
ん
な
地
域
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
」
。
思
い
を

形
に
す
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
デ

ザ
イ
ン
講
座

「
東
北
の
美
し

い
未
来
創
造
塾
」
。
今
年
三

月
、
仙
台
市
内
で
開
か
れ
た

成
果
報
告
会
で
八
つ
の
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
塾
が
今
年
も
十
月

二
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
震

災
復
興
や
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
市
民
活
動
、
起
業
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す

る
講
座
で
す
。
女
性
や
若
い

方
を
対
象
に
、
来
年

一
月
ま

で
全
七
回
の
連
続
講
座
を
実

施
し
ま
す
。

昨
年
度
に
生
ま
れ
た
プ

ロ

エル・ ソーラ仙台
管理事業課主任
山本美加さん

ナ
プ
キ
ン
を
綿
か
ら
作
る

ジ

ェ
ク
ト
の
う
ち
、
農
業
体

験
や
食
を
通
じ
て
東
松
島
と

仙
台
居
住
者
の
交
流
を
深
め

る

「学
べ
る

・
食
べ
ら
れ
る

大
人
の
べ
ご
塾

（熱
海
和

美
さ
ん
）
」
と
、
布
ナ
プ
キ

ン
の
活
用
と
普
及
を

目
指

し
、
綿
花
栽
培
か
ら
布
ナ
プ

ｎ
＝
υ

キ
ン
作
り
ま
で
行
う

「
布
々

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

（
及
川
奈
七

見
さ
ん
）
」
は
、

コ
ラ
ボ
企

画

「人
、
地
域
と
つ
な
が
る

丁
寧
な
暮
ら
し
」
＝
写
真
＝

と
し
て
推
進
中
。

岩
手
県
宮
古
市
の
津
波
被

災
で
現
在
更
地
と
な

っ
て
い

る
場
所
に
地
域
住
民
と
と
も

に
野
菜
や
ハ
ー
プ
を
植
え
る

「
コ
ミ

ユ
ニ
テ
イ
ガ
ト
デ
ン

プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
ｉ
ｎ
日
立
浜

（
平
田
千
早
子
さ
ん
）
」
も

動

き
だ
し

て
お

り
、
そ

の

他
、
甚
大
な
被
害
の
あ

っ
た

仙
台
市
沿
岸
部
を
巡
り
人
々

の
話
を
聞
く
バ
ス
ツ
ア
ー
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
東
日
本
大
震
災

の
津
波
被
災
地
域
や
人
々
に

元
気
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
強
く
熱
い
思
い
が
根

底
に
あ
る
、
被
災
当
事
者
で

も
あ
る
女
性
た
ち
の
発
案
で

す
。
周

囲

の
人

と

つ
な
が

り
、
広
が
り
、
楽
し
く
頼
も

し
く
活
動
中
で
す
！

講
義
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク

（
今
年

は
宮
城
県
丸
森
町
と
福
島
県

南
相
馬
市
）
、
講
師
や
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
参
加
者
同
士

で
意
見
を
出
し
合
い
影
響
し

合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
が
内
容
と
し
て

も
深
ま
り
ど
ん

ど
ん
磨
か
れ

力
タ
チ
に
な

っ
て
い
く
未
来

創
造
塾

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
を
！
　
詳
細
は
、

エ
ル

・

ソ
ー
ラ
仙
台

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

ヘ
。こ

の
連
載
は
、
東
京
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

と
、
被
災
地
の
女
性
た
ち

が
協
力
し
て
復
興
に
取
り

組
む

「結
結
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
協
力
を
得
て
、掲

一
載
し
て
い
ま
す
。


